
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　輪転印刷機においてウェブ張力を調整する方法であって、ウェブ（Ｂ）を、少なくとも
１つの印刷装置（０６；０７；０８；０９）を通走させ、

２箇所で第１および第２の２つの速度（ｕ０９；ｕ１１）を測定し、これら両方
の速度（ｕ０９；ｕ１１）の差（Δｕ）の変化に基づいて、ウェブ（Ｂ）の張力（Ｓ２）
を、印刷装置のうちで最も上流側に位置する最上位の印刷装置（０６）の上流側で調整す
る方法において、
　両方の速度（ｕ０９；ｕ１１）を用いて、印刷装置のうちで最も下流側に位置する最下
位の印刷装置（０９）の下流側でウェブ縦伸張度の変化を求め、最上位の印刷装置（０６
）の上流側でウェブ張力を調整することを特徴とする、輪転印刷機においてウェブ張力を
調整する方法。
【請求項２】
　－第１の速度（ｕ０９）を、印刷装置（０６；０７；０８；０９）における周速度（ｕ
０９）として求め、
－第２の速度（ｕ１１）を、ウェブ搬送方向（Ｔ）で最下位の印刷装置（０９）に続く引
張ローラ（１１）における周速度（ｕ１１）として求め、
－両方の周速度（ｕ０９；ｕ１１）の差（Δｕ）を、基準値（Δｕ－Ｓｏｌｌ）として規
定し、
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印刷装置のうちで最も下流側に
位置する最下位の印刷装置（９）の下流側の１箇所と、該箇所の上流側に位置する別の１
箇所との



－生産印刷の間、差（Δｕ）の実際値を基準値（Δｕ－Ｓｏｌｌ）と比較し、
－基準値（Δｕ－Ｓｏｌｌ）からの差（Δｕ）の偏差を、

引 装置（０２）を調整するための妨害量（Δ）として用い
る、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　生産印刷の間、設定可能な に 引張ローラ（１１）を調整する、請求項２記
載の方法。
【請求項４】
　最下位の引張ローラ（０９）の下流側における第２の速度（ｕ１１）を、測定ローラを
用いて求める、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　第２の速度（ｕ１１）を、 引張ローラ（１１）におけるエンコーダを用いて求める
、請求項２記載の方法。
【請求項６】
　第１の速度（ｕ０９）を、ウェブ搬送方向（Ｔ）でみて最下位の印刷装置（０９）で求
める、請求項１または２記載の方法。
【請求項７】
　引張装置（０２）が、最上位の印刷装置（０６）の上流側に配置されており、妨害量（
Δ）を、引込装置（０２）と最上位の印刷装置（０６）との間の張力（Ｓ２）のための目
標値（Ｓ２－Ｓｏｌｌ）に関する補正量（ΔＳ２）として、引込装置（０２）の引張ロー
ラ（０３）の駆動調整装置（１６）に入力する、請求項２記載の方法。
【請求項８】
　 速度（ｕ０９；ｕ１１）を、 回転角度（ψ０９，ψ
１１）から求める、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　 引張ローラ（１１） を、水および／またはインキを加えない印刷開始時に
、 速度（ｕ０９；ｕ１１）に応じて調整する、請求項２記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に記載の形式の、輪転印刷機においてウェブ張力を調整
する方法に関する。
【０００２】
　欧州特許公開第０９５１９９３号明細書によって、輪転印刷機のための見当に応じた駆
動装置が公知であり、ここではウェブ張力値と駆動装置の運転値とから被印刷ウェブの縦
伸張度が求められ、これは胴もしくは見当合わせローラにおいて周方向見当を調節するこ
とによって補償される。センサを介してウェブ幅を検出するために求められた横伸張度変
化は、一定のウェブ張力に調整された引張ローラの目標値の変化に関してフィードバック
される。
【０００３】
　米国特許第３０２５７９１号明細書には、一定の伸張度の目標方向性を有する印刷機の
駆動装置を調整する方法が開示されている。ここでは、伸張度の測定は、印刷装置の角度
位置と後続の被印刷材料上のマークの位置との比較によって、第１の印刷ユニットの傍ら
で行われる。印刷装置の角度位置とマークの位置との間の相対位置の変化によって、引込
装置における被印刷材料ウェブのための張力変化がもたらされる。
【０００４】
　ドイツ連邦共和国特許出願公開第１９８３４７２５号明細書には、ウェブ張力を調整す
るための複数の方法が記載されている。ここでは、特にウェブ張力が測定され、この測定
によって、ウェブ張力は、張力のための目標値または目標範囲、または第２の駆動装置に
対して駆動装置を遅らせる（後退）かもしくは進める（前進）ための、計算によって求め
られた回転数にフィードバックされる。ウェブ張力は、単純な、または設定可能な回転数
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流側でウェブ張力を調整する 込

トルク 関して

前記

前記 前記ウェブと協働する回転体の

前記 の周速度
前記



目標値まで広げられたウェブ張力調整装置によって、つまり垂下動作（ DROOP-Verhalten
）を用いるかまたは用いない後退調整装置によって一定に保持される。
【０００５】
　ドイツ連邦共和国特許第２９５１２４６号明細書には、巻紙ウェブの速度を種々異なる
位置で相対的に調節することのできる印刷機の装置が開示されており、たとえば一方では
印刷ユニットの駆動装置で、他方では引張ローラの駆動装置で調節が行われる。この場合
回転数に応じたモータ軸－コード化によって、モータ制御スイッチに供給されるインパル
スが特定可能である。
【０００６】
　したがって本発明の課題は、輪転印刷機におけるウェブ張力を調整する方法を提供する
ことである。
【０００７】
　この課題は、請求項１の特徴部に記載した方法によって解決される。
【０００８】
　特に本発明によって得られる利点によれば、最下位の印刷装置と後続の引張ローラとの
間の周速度の測定と比較とによって、僅かな手間で複数の役割を満たすことができ、しか
も追加的で測定技術的に高い手間をかけることなく行うことができる。ウェブの伸張度は
、ウェブ特性および運転パラメータが変動する場合に一定に維持される。
【０００９】
　特に印刷ユニット、印刷タワー、または複数のウェブを用いる輪転印刷機全体の始動過
程の際に、少なくとも一時的に水および／またはインキのない、つまり乾燥したウェブの
印刷開始点が得られる。胴の印刷開始点の前に、印刷装置の前後に満足できる程度に等し
いウェブ張力が作用している。なぜならばウェブは、印刷装置によって緊締されていない
からである。印刷開始点のあとでも、水および／またはインキを使用しない運転中に、最
上位の印刷装置の上流側と、最下位の印刷装置の下流側とでウェブ張力がほとんど同じで
あると、ウェブ走行にとって有利である。このような状態は、最下位の印刷装置の周速度
と後続の引張ローラとの周速度がほぼ同じである場合に所与され、このことは有利な形式
で本発明によって保証することができる。
【００１０】
　水およびインキを加えることによって、ウェブの張力特性および／または伸張特性は、
印刷箇所を通るウェブの通走時に変化し、かつ最下位の印刷装置の下流側で張力低下がも
たらされる。なぜならば後続の引張ローラが、当初はまだ最下位の印刷装置と同じ周速度
で走行するからである。複数のウェブを用いる運転でウェブの問題のないフォーマ走入を
確保してウェブ張力の必要な段階付けを達成するために、水および／またはインキを加え
たあとで、まだ生産印刷速度に到達する前に、できるだけ引込装置調節だけを介して、ウ
ェブの、適当なウェブ張力レベルが互いに調和される。
【００１１】
　巻紙ウェブは、湿し媒体および／またはインキの影響下で、搬送方向に関して縦方向で
も横方向でも伸張する。このような伸張は、特に隣接する印刷箇所の間で自由なウェブ走
行経路長さを有する多色刷り印刷の場合、印刷箇所を通る後続経路と共に、単数の印刷像
もしくは互いに隣接配置された複数の印刷像の拡張部として現れる。このいわゆるファン
アウト現象は、この現象が各印刷箇所で時間的にほぼ一定に維持される限り、たとえば適
当な形式で互いに離間して走行するように配置された版によって少なくとも部分的に補償
することができる。巻紙ウェブの伸張特性は、たとえば各紙の張力特性および／または伸
張特性、作用する張力、その時々の湿気、湿気に対する敏感さ、浸透特性のような多くの
影響にさらされており、しかもタンブール（ Tambour）においてロールを製作する際のロ
ールの状態にも影響されている。このようなロールの状態はたとえば種々異なる巻取強度
で現れる。
【００１２】
　したがって伸張度（縦伸張度および横伸張度）は、繰り出される巻紙ウェブ自体の紙特
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性が一定でないことと、印刷機における運転パラメータが変化しかつ部分的に変動するこ
とに基づいて、一定でない。たとえばロール上の巻紙ウェブは、製作時における不均等な
巻き上げ、位置に応じた弾性率の変動、または別の不均等な特性の影響を受ける。これら
の特性は、原則として紙種ごとに大きく異なっている。同じ紙種でもロールごとに特性は
大きく異なり得る。また変動するウェブ張力、変化する印刷速度、湿度の変動、またはロ
ーラ交換が、巻紙ウェブの伸張度に影響を及ぼすので、搬送方向に関して縦方向および横
方向の伸張度は、時間的に一定ではない。
【００１３】
　ウェブ特性が変動する場合でも、運転パラメータたとえば湿気が変化する場合でも、張
力－伸張度－特性曲線の数学的な相関関係から離れて、その時々の既知でない特性曲線に
交換される。さらに一定の張力でしか調整が行われないとすると、ウェブＢ上の印刷像の
伸張度および有効な展開長さでの偏差が生じ、ウェブＢ上の像長さのエラーと、周方向お
よび／または側方見当のエラーが結果として生じる。本発明の方法はこの欠点を克服し、
伸張度は、既に述べた一定でないウェブ特性および／または運転条件でも、一定に維持さ
れる。
【００１４】
　有利には、本発明の方法によって、確実な始動過程を保証することができ、かつ基本調
節を形成することができ、さらに伸張度（縦伸張度および／または横伸張度）の変動を補
償することができる。
【００１５】
　特別な方法によれば、最下位の印刷装置の下流側に配置された引張ローラは、（インキ
および水を用いない）始動段階で、印刷装置に関して速度調節して運転され、かつ生産印
刷の間、設定可能な目標値に関して を調整して運転される。生産印刷で引き続き測
定される、引張ローラの速度および印刷装置の速度は、引込装置を調整するために用いら
れる。生産印刷速度に到達したあとで生じる、原則として生産印刷において進められる引
張ローラの周速度と、印刷装置の周速度との間の差は、目標値を形成する。この差の変化
によって、伸張度つまり被印刷材料ウェブの縦伸張度および横伸張度の変化を推量するこ
とができ、したがってウェブＢの像長さの変化および／または横見当と縦見当との変化を
推量することができる。 の調整によって、引張ローラの駆動装置の短時間的な回転
数変化がもたらされる。相対的な速度変化自体は、引込装置の調整をもたらし、これによ
って結果的に の調整された引張ローラを、「通常運転」に戻すことができる。伸張
度もしくは張力の変化は、最下位の印刷装置の下流側で測定され、しかも調整は引込装置
で行われ、この引込装置は、巻紙ウェブの全体の張力レベルを規定する。有利には、印刷
装置の下流側に配置された引張ローラで直接的なフィードバックが行われず、引込装置に
おいて全体張力レベルの変化が行われる。特に有利には、引張ローラの下流側でウェブ張
力が満足できる程度に一定に維持されており、これは、周速度の差に関する引込装置の調
整と、 の調整された引張ローラとの組み合わせによって得られ、しかも追加的な測
定上の手間および調整技術的な手間がかからない。
【００１６】
　有利には、印刷タワーの終端部または最下位の印刷装置の下流側で伸張度が求められる
。なぜならば後続の処理ステップのために全体変化に関する良好な情報が提供され、しか
もウェブの後続経路のためにウェブの一定の張力を得るという意味での手段が得られると
いう理由による。この意味では、調整が測定個所の領域ではなく、ウェブの始端部で行わ
れることも有利であり、これによって張力経過のための基本レベルが規定され、しかも上
部構造特にフォーマ走入ローラの上流側で、ウェブ張力の大きな変化がもたらされること
はない。
【００１７】
　たとえば予想されるかもしくは測定される運転条件および紙条件のために印刷機を予め
調節することを目的として、縦伸張度のほぼ一定の割合は、たとえば見当合わせローラま
たはその他の装置による胴に対する見当調節によって補償することができる。
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【００１８】
　さらに有利には、速度調整された始動段階も、水およびインキが加えられたあとの、引
張ローラの下流側におけるウェブ張力が満足できる程度に維持される場合の、像長さおよ
び横見当またはファンアウト現象の変化の調整に基づく生産印刷も満たされ、しかもたと
えば像検出のために追加的な装置、または横見当を維持するための追加的な装置を必要と
しない。
【００１９】
　次に図面につき本発明の実施例を詳しく説明する。
【００２０】
　図１には、印刷機（特に輪転印刷機）を通る、ウェブＢたとえば被印刷材料ウェブＢま
たは巻紙ウェブＢの走行経路が概略的に示されている。ウェブＢは、搬送方向Ｔで、ロー
ル交換器０１から第１の引張ローラ０３を備えた引込装置０２を介して４つの印刷装置０
６～０９を通って第２の引張ローラ１１に走行する。第２の引張ローラ１１の下流側で、
たとえば図示されていないターニングバー、裁断刃、別の引張ローラまたはガイドローラ
が続いており、最後にフォーマ走入ローラ１２が続いている。主要な引張ローラ０３，１
１は、それぞれ独自の駆動装置１３，１４と駆動調整装置１６，１７とを備えている。有
利な実施例では、引込装置０２の上流側、引込装置０２と、印刷装置のなかで最も上流側
に位置する最上位の第１の印刷装置０６との間、最も下流側に位置する最下位の印刷装置
０９と引張ローラ１１との間、および引張ローラ１１とフォーマ走入ローラ１２との間の
自由経路上において、ウェブＢの張力Ｓ１；Ｓ２；Ｓ３およびＳ４が測定される。このよ
うな測定は、たとえば測定ローラ、または引張手段の駆動モータの出力記録を介して行う
ことができる。
【００２１】
　特に複数のウェブの運転状態で、フォーマ入口においてフォーマ走入ローラ１２上で複
数のウェブＢが多層の１つのウェブ束にまとめられる場合、ウェブ張力の調節のための出
発点は、フォーマ走入ローラ１２における個々のウェブＢの、絶対的で相対的な張力Ｓ４
である（図１には複数のウェブが示唆されている）。したがってウェブＢの張力の調節は
、フォーマ走入ローラ１２における所望のレベルから出発して行われる。有利には、引込
装置０２における調節によって、ウェブ張力のレベルが規定される。ウェブ張力の変化も
、有利な形式で、引込装置０２における張力Ｓ２の変化によって行われる。したがってウ
ェブＢを緊締するために、第１の引張ローラ０３は、機械速度に対して小さく（低速）運
転される。生産印刷では、つまり水およびインキの加えられた生産速度では、第２の引張
ローラ１１は、原則として機械速度に対して大きく（高速）運転される。たとえば機械速
度は、胴１８たとえば最下位の印刷装置０９の転写胴１８で測定される。周速度ｕ０９は
、たとえば回転角度位置または位相ψ０９の時間変化、もしくは駆動装置１９を介して求
めることができ、さらには転写胴１８または別の胴たとえば版胴もしくは対抗圧胴におけ
る検出器およびマーキングによっても求めることができる。
【００２２】
　引張ローラ０３およびフォーマ走入ローラ１２ならびに場合によっては第２の引張ロー
ラ１１とフォーマ走入ローラ１２との間に位置する駆動装置は、生産速度で運転するため
に、速度および／または回転位置に関して調整することができる。特に引張ローラ０３は
、引込装置０２と最上位の印刷装置０６との間の張力Ｓ２が常に目標値にフィードバック
（ zurueckfuehren；後退案内）されるように、調整することができる。
【００２３】
　引張ローラ１１は、水および／またはインキを用いない印刷開始点では、つまり乾いた
ウェブＢでは、周速度ｕ１１に関して調整量として調整され、水およびインキを用いて行
われる生産印刷中に、 を調整して運転される。
【００２４】
　乾いたウェブＢの走行中に、有利には、最上位の印刷装置０６の上流側と、最下位の印
刷装置０９の下流側とに、同じ張力Ｓ２およびＳ３が作用する。乾燥状態では、ウェブＢ
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は、湿気の影響による伸張にほとんどさらされていないので、この段階では、最下位の印
刷装置０９の周速度ｕ０９と引張ローラ１１の周速度ｕ１１とがほぼ同じである。引張ロ
ーラ１１を進めると、ウェブＢの不必要に高い張力Ｓ３が生じ得るかまたはウェブ破損が
もたらされ得る。引張ローラ１１の駆動装置１４は駆動制御装置１７を介して適当な形式
で制御され、この制御は、印刷装置０９の周速度ｕ０９と引張ローラ１１の周速度ｕ１１
との両方を比較することによって行われ、場合によっては生じる偏差Δｕは機械速度によ
って設定される周速度ｕ０９にフィードバックされる。このようなことは、たとえば引張
ローラ１１の周速度ｕ１１を増減して行われるので、実質的なΔｕ＝０が有効であるかも
しくはΔｕが設定可能な誤差限界内にある。
【００２５】
　水とインキとを加えることによって、印刷装置０６～０９の個々の印刷位置を通走する
際に、ウェブＢの張力特性もしくは伸張特性が変化し、最下位の印刷装置０９の下流側の
張力Ｓ３の低下がもたらされる。なぜならば当初は引張ローラ１１が、最下位の印刷装置
０９とまだ同じ周速度で走行するからである。引張ローラ１１は、後続の過程において生
産印刷の間、 を調整して運転される。複数のウェブを用いて運転する場合、ウェブ
Ｂの問題のないフォーマ走入を確保しようとして、有利には、複数のウェブＢの張力Ｓ４
における相互的で必要な公知の段階付けを達成するために、水およびインキを加えたあと
で、しかもまだ生産印刷速度が到達される前で、できるだけ引込装置０２の調節だけを介
してウェブＢの適当な張力レベルの調和が行われる。このことは、たとえば引張ローラ０
３によって、または引込装置２に存在する図示されていないダンサーローラによって、行
うことができる。
【００２６】
　図２に概略的に示されたように、生産印刷時の張力の基本調節は、たとえばウェブ張力
調整、速度調整または位置調整された引張ローラ０３および／または同様に調整されたフ
ォーマ走入ローラ１２および／または図示されていないダンサーローラを介して形成され
る。ウェブＢの、原則として張力調整された状態は既に、機械速度に関する引張ローラ０
３の後退と引張ローラ１１の前進とによって、ウェブＢの長さ変化の（予想されるかまた
は測定された）一定の割合を考慮したものである。このウェブの長さ変化は、印刷装置０
６～０９を通走したあとと通走する間とにおいて、湿気の影響によって得られる。ここで
は既に横見当における対称的で定常的なファンアウト形成を考慮することもできる。
【００２７】
　生産印刷中、たとえばロール交換の際、湿し水の後調節の際、速度変化の際などで生じ
得る横見当または像長さにおける変化または変動に抗して作用するために、周速度ｕ０９
および周速度ｕ１１は引き続き比較され、生じる差Δｕは基準値Δｕ－Ｓｏｌｌとして記
憶ユニットに格納される。このことは、以下において、位相ψ０９もしくは時間的な位相
ψ０９の変化と、旋回角度位置もしくは位相ψ１１または位相位置ψ１１の時間的変化と
の特定と同意である。この場合変化は差Δψとして測定され、Δψ－Ｓｏｌｌとして記憶
ユニットに格納される。走行する生産物の生産印刷の間に前述の理由から、基準値Δｕ－
Ｓｏｌｌ（Δψ－Ｓｏｌｌ）からの差Δｕ（Δψ）における偏差が生じると、このことは
、紙特性における変化および／または紙の伸張度εの変化を示すものであり、ひいては横
見当および／または像長さにおける周（インキ）見当の相対変化を示すものでもある。た
とえばより大きな伸張度によって、引張ローラ１１における が短期的に減衰され、
この減衰に対して、引張ローラ１１は、 を調整して運転されるので、周速度ｕ１１
の増加として反応する。ここでは差Δｕの実際値は、予め記憶された基準値Δｕ－Ｓｏｌ
ｌとは異なっている。この偏差、ひいては横見当、周見当および／または像長さの偏差も
、最上位の印刷装置０６の上流側に配置された引込装置０２によって補償され、 の
調整される引張ローラ１１が再び基準値Δｕ－Ｓｏｌｌにとって必要な周速度ｕ１１に到
達するまで補償される。印刷装置０９の周速度ｕ０９と引張ローラ１１の周速度ｕ１１と
は、印刷装置０９に配設された胴たとえば転写胴１８で直接的に求めるとこができ、また
は引張ローラ１１で直接的に求めるとこができ、または駆動装置１４もしくは１９に配置
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されたエンコーダまたは回転センサによって求めることができる。第２の周速度ｕ１１も
しくは位相ψ１１（ψ１１）は、搬送方向で最下位の印刷装置０９の下流側の別のローラ
または別の胴で、たとえば追加的な測定ローラにおける回転センサを用いて、求めること
ができる。
【００２８】
　基準値Δｕ－Ｓｏｌｌ（Δψ－Ｓｏｌｌ）からの偏差は、たとえば妨害量Δとして、駆
動調整装置１６の目標値発生器に重畳される。引張ローラ０３の駆動調整装置１６は、た
とえばトルク調整式に形成することができ、その場合張力Ｓ２のフィードバックが行われ
る。ウェブＢの張力Ｓ２を測定するための、適当な測定ローラ２１を介するウェブＢの経
路は、図１において破線で示されている。駆動調整装置１６の目標値発生器に、基準値Δ
ｕ－Ｓｏｌｌからの偏差に基づく適当な妨害量Δがたとえば補正量ΔＳ２として重畳され
る。このような補正量ΔＳ２は、たとえば貯蔵されたカーブから取り出すことができ、し
かも張力Ｓ２の上下によって繰り返し形成することもでき、これは周速度ｕ０９と周速度
ｕ１１との間の差Δｕが再び基準値Δｕ－Ｓｏｌｌに相応するようになるまで行うことが
できる。
【００２９】
　スリップが無視できる程小さい場合、周速度ｕ０９および周速度ｕ１１は、ウェブＢの
速度ｕ０９および速度ｕ１１（ウェブＢが接触面でカーブしている場合）と同一視される
。したがって本発明の別の実施例でも、別の形式で得られるウェブの速度ｕ９；ｕ１１も
しくは差Δｕは、張力Ｓ２の調整のための妨害量に用いられる。しかしながら重要な点は
、速度ｕ０９が、機械速度、もしくは印刷装置０６；０７，０８；０９の領域におけるウ
ェブＢの速度を意味しており、速度ｕ１１が、最下位の印刷装置０９の下流側のウェブＢ
の速度ｕ１１を意味していることである。ここでも引張ローラ１１の実施例は、生産印刷
中、 を調整されるように形成されていると有利である。
【００３０】
　ウェブＢに対する力作用の急激な変化を回避するのが望まれている場合、引張ローラ０
３のために、垂下動作を用いた駆動調整装置も用いられる。垂下動作とは、周速度もしく
は回転数の目標値の負荷に応じた変化を意味しており、このような変化は、ウェブＢの張
力たとえばＳ４における変化も、周速度たとえばｕ１１における変化も考慮している。こ
の場合でもウェブ張力Ｓ２のための目標値Ｓ２－Ｓｏｌｌに補正量ΔＳ２がオフセットと
して重畳し、これは、張力Ｓ２の実際値と共に垂下機能に基づいて引張ローラ０３の対応
する後進を生じさせる。
【００３１】
　引張ローラ０３または引込装置０２が常に調整されていても、駆動調整装置１６のため
の目標値に、たとえば所望の張力Ｓ２の補正量ΔＳ２として、差Δｕから求められた妨害
量Δを重畳することが重要である。必要な場合または特定の場合、機械速度は、周速度ｕ
９を有する、搬送方向Ｔでみて最下位の印刷装置０９の代わりに、別の印刷装置０６～０
８において求めることができる。差Δｕおよび基準値Δｕ－Ｓｏｌｌは、たとえば周速度
ｕ１１およびｕ８などから求めることができ、妨害量Δとして処理される。
【００３２】
　差Δｕの変化から、伸張度ε、最下位の印刷装置０９の下流側のウェブＢの縦伸張度お
よび／または横伸張度εを推量でき、したがってウェブＢの横見当および／または像長さ
における変化を推量できるということが重要であり、これによって短時間的な引張ローラ
１１の駆動装置１４の回転数変化が及ぼされる。基準値Δｕ－Ｓｏｌｌからの差Δｕの相
対速度変化もしくは偏差自体は、引込装置０２の調整に作用し、これによって結果的に

の調整される引張ローラ１１は、短時間的な回転数変化状態から、「通常運転」に戻
すことができる。伸張度もしくは張力の変化は、最下位の印刷装置０９の下流側で測定さ
れ、調整は、巻紙ウェブＢの全体の張力レベルが規定される引込装置０２で行われる。有
利には、最下位の印刷装置０９の下流側に配置された引張ローラ１１において直接的なフ
ィードバックが行われず、引込装置０２におい全体張力レベルの変化が行われる。
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【００３３】
　このような方法は、積み重ねられるかまたは相並んで位置する、ブリッジユニットまた
はＨユニットにまとめられる印刷装置を備えた印刷機に適しており、さらにゴム－ゴム印
刷装置またはゴム－鋼印刷装置および別の組み合わせを有する印刷装置に適している。
【図面の簡単な説明】
【図１】　引込装置から出発して４つの印刷装置と２つの引張ローラを介してフォーマ走
入ローラまで達す ェブのガイドを概略的に示す図である。
【図２】　生産印刷におけるウェブ張力レベルを概略的に示す図である。
【符号の説明】
　０１　ロール交換器、　０２　引込装置、　０３　引張ローラ、　０６，０７，０８，
０９　印刷装置、　１１　引張ローラ、　１２　フォーマ走入ローラ、　１３，１４　駆
動装置、　１６，１７　駆動制御装置、　１８　転写胴、　１９　駆動装置、　２１　測
定ローラ、　Ｂ　ウェブ、　Ｔ　搬送方向、　ε　伸張度、　ｄε　伸張度の変化、　ｕ
０９　周速度、　ｕ１１　周速度、　Δｕ　差、　Δｕ－Ｓｏｌｌ　基準値、　Δ　妨害
量、　Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４　張力、　ΔＳ２　補正量、　Ｓ２－Ｓｏｌｌ　目標値
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